【文 (も)字 (じ)入 (にゅう)力 (りょく)】練習 (れんしゅう)問題 (もんだい)

【１級 (きゅう)レベル】

問題文１　　入力数５０３（改行操作を含む）
	　携帯 (けいたい)電話 (でんわ)やスマートフォン（スマホ）が小中 (しょうちゅう)学生 (がくせい)に普及 (ふきゅう)する中 (なか)、無料 (むりょう)通信 (つうしん)アプリＬＩＮＥ（ライン）によるいじめや出会 (であ)い系 (けい)犯罪 (はんざい)など未成年者 (みせいねんしゃ)が巻 (ま)き込 (こ)まれるインターネット被害 (ひがい)が全国 (ぜんこく)で後 (あと)を絶 (た)たない。県内では小学５年生から中学３年生の約９割がネットを利用できる機器を保有。学校では集会や授業でネットモラルを教えているが、子どもの危機意識の高まりに至っていない現状がある。
　「ツイッターやフェイスブック（インターネット交流サイト）で生徒の名前を検索すると制服での写真や実名での会話が続々と出てくる。実名で悪口を書いているケースもあった」
　県内の中学校の男性教諭は、会員制交流サイト（ＳＮＳ）による生徒間のトラブルを目の当たりにし「百害あって一利なし」と指導していると明かす。
　ただ現代の子どもにとってＳＮＳは重要なコミュニケーションツール。使用を禁止するのは難しく「保護者に危険性を周知したり、授業でマナーを教えたりして正しい使い方を伝えている」と、多くの学校が利用法を生徒に委ねる。
　第三者に公開されず、実態が見えにくいＬＩＮＥ。グループや個人でメッセージを送り合い、写真や動画も共有できる。


　　　　　　　　　　　　　　　（愛媛新聞　２０１５年１０月１１日　７面より）
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問題文２　　入力数４８１（改行操作を含む）
	　「あれほどのもの、どがいかならんのか」「あれは愛媛 (えひめ)の宝 (たから)ですよ」
　８月 (がつ)、大洲市 (おおずし)長浜 (ながはま)の沖合 (おきあい)に浮 (う)かぶ青島 (あおしま)に対 (たい)して、そんなふうに語 (かた)る島外 (とうがい)の人 (ひと)が何人 (なんにん)かいた。インターネットやテレビでネコの人気 (にんき)をもとに地域 (ちいき)活性化 (かつせいか)を望 (のぞ)んでいる。
　こんなに海外メディアに注目され、国内外から人々が訪れる小島はほかに少ないだろう。ネコを活性化へ生かしたい気持ちも分かる状況だ。ただ青島の住民は観光地化を望んでいない。
　島で商売を考える人はおらず、高齢者が静かに生活している。昨年から観光客のマナーが問題となっているが、住民の負担はそれだけではない。観光客の病気や事故など不測の事態を想定し、少なからぬ緊張感を持っている。島には交番も消防署もなく、最初に対応しなけらばならないのは住民。いちげん客が帰りの便に乗らず夜に島を歩き回り、騒ぎになったこともあるという。
　こうした中、外部の人々が押し寄せて青島を事実上の観光地とし、「ネコの島」と宣伝し、一方的に活性化を期待する現状は行き過ぎではないかと感じる。青島はネコの存在以前に人が住む島であることに思いを巡らせてほしい。


　　　　　　　　　　（愛媛新聞　２０１５年９月１０日　９面「取材最前線」より）
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問題文３　　入力数５０２（改行操作を含む）
	　砥部 (とべ)焼 (やき)を効果的 (こうかてき)に全国 (ぜんこく)で売 (う)り出 (だ)すには？砥部町 (とべちょう)は１１月 (がつ)から動画 (どうが)投稿 (とうこう)サイト「ユーチューブ」で、視聴前 (しちょうまえ)などに差 (さ)し込 (こ)まれる動画 (どうが)広告 (こうこく)を使 (つか)って砥 (と)部 (べ)焼 (やき)のＰＲを始 (はじ)めた。興味 (きょうみ)を持 (も)ったサイト利用者 (りようしゃ)の都道府県 (とどうふけん)別 (べつ)割合 (わりあい)や世代 (せだい)、性別 (せいべつ)などのデータがフィードバックされる仕組みを活用してマーケティングするのが狙い。町によると、県内自治体では初の取り組みで、全国的にもほぼ例がないという。
　広告は３０秒あり、利用者が見たい動画を選ぶと再生前に自動的に流れる。「ひめキュン　フルーツ缶」の岡本真依さんが大筆を駆使し、砥部焼の代表的絵柄「唐草」を青一色で描く内容。シンプルゆえの美しさや強さを訴え、「毎日使える　受け継がれる　愛され続ける器」をアピールする。
　視聴後の画面は町観光協会のホームページにリンクされ、より深く砥部焼を知ることができる動画を用意。総事業費は３１２万円で、映像製作と広告の出稿管理を業者に委託した。
　背景には、砥部焼のＰＲ手法の模索がある。砥部焼まつりや県外の物産展などはあるものの、「主となる客層は４０、５０代の女性」（町産業振興課）なのが現状。顧客開拓の一つとして動画広告に着目した。


（愛媛新聞　２０１５年１２月２９日　３面より）
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問題文４　　入力数５１９（改行操作を含む）
	　キャベツやキュウリなど野菜 (やさい)の価格 (かかく)が高騰 (こうとう)している。農林 (のうりん)水産省 (すいさんしょう)が１５日 (にち)に公表 (こうひょう)した７～１１日 (にち)の「野菜 (やさい)小売価格 (こうりかかく)緊急 (きんきゅう)調査 (ちょうさ)」によると、キャベツが平 (へい)年 (ねん)に比 (くら)べ４１％高 (たか)い１キロ２０６円 (えん)、キュウリが２４％高 (たか)い同 (どう)７３６円 (えん)と高騰 (こうとう)した。日照不足など天候不順で育ちが悪く、出荷量が減っているためだ。
　宮城、栃木、茨城をはじめ、豪雨による被害が各地の農作物に出ており、今後の出荷に影響し、価格高騰が長引く恐れもありそうだ。
　キャベツの価格は８月１７日の週（２０９円）に迫り、キュウリは４月２０日の週（７７０円）に次ぐ水準となった。８月後半以降晴天が少なかったことから、トマトも１３％高い１キロ７９６円となった。一方、レタスは出荷が順調で、平年より５％下がり同５９８円だった。
　農水省によると、キャベツは主要産地の群馬県で８月初旬にひょうが降り、表面が痛んだ影響が続いている。農水省は、全国の小売店４７０店を訪問して、４種類の野菜の価格を調べた結果を毎週公表している。
　野菜の価格が高騰しているのは、最近の長期にわたる日照不足や豪雨といった異常気象のためだ。今後の気象動向次第では、価格が高止まりし、食卓にさらなる打撃を与える恐れもある。


（愛媛新聞　２０１５年９月１６日　７面より）
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問題文５　　入力数５０１（改行操作を含む）
	　「参加者 (さんかしゃ)と同 (おな)じ気持 (きも)ちになり、何 (なに)が不安 (ふあん)で何 (なに)を楽 (たの)しみにしているかを知 (し)ることが大事 (だいじ)なんです」。そう語 (かた)りながら道具 (どうぐ)を点検 (てんけん)する「シーウォーカー」のスタッフの姿 (すがた)が印象的 (いんしょうてき)だった。地上 (ちじょう)から空気 (くうき)が送 (おく)られるヘルメットをかぶり、気軽に海中散歩を楽しめる注目のマリンレジャーを求めて８月中旬、県最南端の愛南町沖合の鹿島へ向かった。
　泳げなくても平気とはいえ、参加者は海中ゆえに多少の不安を漏らし、自分も似たような気持ちだった。しかし、インストラクターの丁寧でユーモアも交えた説明を受け、緊張していた表情は一変。当日は海の透明度が低く、サンゴの群生やカラフルな魚が少し見えづらい状況だったが、参加者は「説明のおかげで全然気にならず、ゆっくりと先導してくれたのも心強かった」と満足げだった。
　体験後の笑顔は、スタッフの入念な事前作業とともに、シーウォーカーを通じ愛南の海の素晴らしさを広めたいと願う熱意も伝わったから。帰り際、「絶対また来るね」と参加者は口々に言っていた。海が持つ魅力に加え、スタッフの思いに魅せられる人が多いからではないだろうか。リピーターが多いといわれる理由を垣間見た気がした。


（愛媛新聞　２０１５年９月１５日　９面より）




　「１級 (きゅう)」を目指 (めざ)す人は、普段 (ふだん)から新聞 (しんぶん)記事 (きじ)等 (とう)を利用 (りよう)して、１０分間 (ぷんかん)で５００文 (も)字 (じ)程度 (ていど)入力 (にゅうりょく)できるよう練習 (れんしゅう)しておきましょう。
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評価表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（　　　　　　　　　）

	〇問題文１
	入力数（改行操作も含む）
	①
打ち
間違い
	②
変換
ミス
	③
文字の
重複
	④
文字の不足
	
純
入力数

	　携帯 (けいたい)電話 (でんわ)やスマートフォン（スマホ）が小中 (しょうちゅう)学生 (がくせい)に普及 (ふきゅう)する中 (なか)、無料 (むりょう)通信 (つうしん)
	35
	
	
	
	
	
	

	アプリＬＩＮＥ（ライン）によるいじめや出会 (であ)い系 (けい)犯罪 (はんざい)など未成年者 (みせいねんしゃ)が巻 (ま)き込 (こ)
	36
	
	
	
	
	
	

	まれるインターネット被害 (ひがい)が全国 (ぜんこく)で後 (あと)を絶 (た)たない。県内では小学５年生から中
	36
	
	
	
	
	
	

	学３年生の約９割がネットを利用できる機器を保有。学校では集会や授業でネ
	36
	
	
	
	
	
	

	ットモラルを教えているが、子どもの危機意識の高まりに至っていない現状が
	36
	
	
	
	
	
	

	ある。
	4
	
	
	
	
	
	

	　「ツイッターやフェイスブック（インターネット交流サイト）で生徒の名前
	36
	
	
	
	
	
	

	を検索すると制服での写真や実名での会話が続々と出てくる。実名で悪口を書
	36
	
	
	
	
	
	

	いているケースもあった」
	13
	
	
	
	
	
	

	　県内の中学校の男性教諭は、会員制交流サイト（ＳＮＳ）による生徒間のト
	36
	
	
	
	
	
	

	ラブルを目の当たりにし「百害あって一利なし」と指導していると明かす。
	35
	
	
	
	
	
	

	　ただ現代の子どもにとってＳＮＳは重要なコミュニケーションツール。使用
	36
	
	
	
	
	
	

	を禁止するのは難しく「保護者に危険性を周知したり、授業でマナーを教えた
	36
	
	
	
	
	
	

	りして正しい使い方を伝えている」と、多くの学校が利用法を生徒に委ねる。
	36
	
	
	
	
	
	

	　第三者に公開されず、実態が見えにくいＬＩＮＥ。グループや個人でメッセ
	36
	
	
	
	
	
	

	ージを送り合い、写真や動画も共有できる。
	20
	
	
	
	
	
	

	　　　　
　　　
	入力練習日　　　　月　　　日
	

	合計
	503
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評価表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（　　　　　　　　　）

	〇問題文２
	入力数（改行操作を含む）
	①
打ち
間違い
	②
変換
ミス
	③
文字の
重複
	④
文字の不足
	
純
入力数

	　「あれほどのもの、どがいかならんのか」「あれは愛媛 (えひめ)の宝 (たから)ですよ」
	33
	
	
	
	
	
	

	　８月 (がつ)、大洲市 (おおずし)長浜 (ながはま)の沖合 (おきあい)に浮 (う)かぶ青島 (あおしま)に対 (たい)して、そんなふうに語 (かた)る島外 (とうがい)の人 (ひと)
	36
	
	
	
	
	
	

	が何人 (なんにん)かいた。インターネットやテレビでネコの人気 (にんき)をもとに地域 (ちいき)活性化 (かつせいか)を望 (のぞ)
	36
	
	
	
	
	
	

	んでいる。
	6
	
	
	
	
	
	

	　こんなに海外メディアに注目され、国内外から人々が訪れる小島はほかに少
	36
	
	
	
	
	
	

	ないだろう。ネコを活性化へ生かしたい気持ちも分かる状況だ。ただ青島の住
	36
	
	
	
	
	
	

	民は観光地化を望んでいない。
	15
	
	
	
	
	
	

	　島で商売を考える人はおらず、高齢者が静かに生活している。昨年から観光
	36
	
	
	
	
	
	

	客のマナーが問題となっているが、住民の負担はそれだけではない。観光客の
	36
	
	
	
	
	
	

	病気や事故など不測の事態を想定し、少なからぬ緊張感を持っている。島には
	36
	
	
	
	
	
	

	交番も消防署もなく、最初に対応しなけらばならないのは住民。いちげん客が
	36
	
	
	
	
	
	

	帰りの便に乗らず夜に島を歩き回り、騒ぎになったこともあるという。
	33
	
	
	
	
	
	

	　こうした中、外部の人々が押し寄せて青島を事実上の観光地とし、「ネコの
	36
	
	
	
	
	
	

	島」と宣伝し、一方的に活性化を期待する現状は行き過ぎではないかと感じる。
	37
	
	
	
	
	
	

	青島はネコの存在以前に人が住む島であることに思いを巡らせてほしい。
	33
	
	
	
	
	
	

	　　　　
　　　
	入力練習日　　　　月　　　日
	

	合計
	481
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評価表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（　　　　　　　　　）

	〇問題文３
	入力数（改行操作を含む）
	①
打ち
間違い
	②
変換
ミス
	③
文字の
重複
	④
文字の不足
	
純
入力数

	　砥部 (とべ)焼 (やき)を効果的 (こうかてき)に全国 (ぜんこく)で売 (う)り出 (だ)すには？砥部町 (とべちょう)は１１月 (がつ)から動画 (どうが)投稿 (とうこう)サイ
	35
	
	
	
	
	
	

	ト「ユーチューブ」で、視聴前 (しちょうまえ)などに差 (さ)し込 (こ)まれる動画 (どうが)広告 (こうこく)を使 (つか)って砥 (と)部 (べ)焼 (やき)の
	36
	
	
	
	
	
	

	ＰＲを始 (はじ)めた。興味 (きょうみ)を持 (も)ったサイト利用者 (りようしゃ)の都道府県 (とどうふけん)別 (べつ)割合 (わりあい)や世代 (せだい)、性別 (せいべつ)など
	36
	
	
	
	
	
	

	のデータがフィードバックされる仕組みを活用してマーケティングするのが
	35
	
	
	
	
	
	

	狙い。町によると、県内自治体では初の取り組みで、全国的にもほぼ例がない
	36
	
	
	
	
	
	

	という。
	5
	
	
	
	
	
	

	　広告は３０秒あり、利用者が見たい動画を選ぶと再生前に自動的に流れる。
	36
	
	
	
	
	
	

	「ひめキュン　フルーツ缶」の岡本真依さんが大筆を駆使し、砥部焼の代表的
	36
	
	
	
	
	
	

	絵柄「唐草」を青一色で描く内容。シンプルゆえの美しさや強さを訴え、「毎
	36
	
	
	
	
	
	

	日使える　受け継がれる　愛され続ける器」をアピールする。
	29
	
	
	
	
	
	

	　視聴後の画面は町観光協会のホームページにリンクされ、より深く砥部焼を
	36
	
	
	
	
	
	

	知ることができる動画を用意。総事業費は３１２万円で、映像製作と広告の出
	36
	
	
	
	
	
	

	稿管理を業者に委託した。
	13
	
	
	
	
	
	

	　背景には、砥部焼のＰＲ手法の模索がある。砥部焼まつりや県外の物産展な
	36
	
	
	
	
	
	

	どはあるものの、「主となる客層は４０、５０代の女性」（町産業振興課）なの
	37
	
	
	
	
	
	

	が現状。顧客開拓の一つとして動画広告に着目した。
	25
	
	
	
	
	
	

	　　　　
　　　
	入力練習日　　　　月　　　日
	

	合計
	502
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評価表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（　　　　　　　　　）

	〇問題文４
	入力数（改行操作を含む）
	①
打ち
間違い
	②
変換
ミス
	③
文字の
重複
	④
文字の不足
	
純
入力数

	　キャベツやキュウリなど野菜 (やさい)の価格 (かかく)が高騰 (こうとう)している。農林 (のうりん)水産省 (すいさんしょう)が１５日 (にち)
	35
	
	
	
	
	
	

	に公表 (こうひょう)した７～１１日 (にち)の「野菜 (やさい)小売価格 (こうりかかく)緊急 (きんきゅう)調査 (ちょうさ)」によると、キャベツが平 (へい)
	35
	
	
	
	
	
	

	年 (ねん)に比 (くら)べ４１％高 (たか)い１キロ２０６円 (えん)、キュウリが２４％高 (たか)い同 (どう)７３６円 (えん)と高騰 (こうとう)
	36
	
	
	
	
	
	

	した。日照不足など天候不順で育ちが悪く、出荷量が減っているためだ。
	34
	
	
	
	
	
	

	　宮城、栃木、茨城をはじめ、豪雨による被害が各地の農作物に出ており、今
	36
	
	
	
	
	
	

	後の出荷に影響し、価格高騰が長引く恐れもありそうだ。
	27
	
	
	
	
	
	

	　キャベツの価格は８月１７日の週（２０９円）に迫り、キュウリは４月２０
	36
	
	
	
	
	
	

	日の週（７７０円）に次ぐ水準となった。８月後半以降晴天が少なかったこと
	36
	
	
	
	
	
	

	から、トマトも１３％高い１キロ７９６円となった。一方、レタスは出荷が順
	36
	
	
	
	
	
	

	調で、平年より５％下がり同５９８円だった。
	22
	
	
	
	
	
	

	　農水省によると、キャベツは主要産地の群馬県で８月初旬にひょうが降り、
	36
	
	
	
	
	
	

	表面が痛んだ影響が続いている。農水省は、全国の小売店４７０店を訪問して、
	37
	
	
	
	
	
	

	４種類の野菜の価格を調べた結果を毎週公表している。
	26
	
	
	
	
	
	

	　野菜の価格が高騰しているのは、最近の長期にわたる日照不足や豪雨といっ
	36
	
	
	
	
	
	

	た異常気象のためだ。今後の気象動向次第では、価格が高止まりし、食卓にさ
	36
	
	
	
	
	
	

	らなる打撃を与える恐れもある。
	15
	
	
	
	
	
	

	　　　　
　　　
	入力練習日　　　　月　　　日
	

	合計
	519
	
	
	
	
	
	





Ⅳ－(1)－④－９



評価表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（　　　　　　　　　）

	〇問題文５
	入力数（改行操作も含む）
	①
打ち
間違い
	②
変換
ミス
	③
文字の
重複
	④
文字の不足
	
純
入力数

	　「参加者 (さんかしゃ)と同 (おな)じ気持 (きも)ちになり、何 (なに)が不安 (ふあん)で何 (なに)を楽 (たの)しみにしているかを知 (し)るこ
	36
	
	
	
	
	
	

	とが大事 (だいじ)なんです」。そう語 (かた)りながら道具 (どうぐ)を点検 (てんけん)する「シーウォーカー」のス
	36
	
	
	
	
	
	

	タッフの姿 (すがた)が印象的 (いんしょうてき)だった。地上 (ちじょう)から空気 (くうき)が送 (おく)られるヘルメットをかぶり、
	35
	
	
	
	
	
	

	気軽に海中散歩を楽しめる注目のマリンレジャーを求めて８月中旬、県最南端
	36
	
	
	
	
	
	

	の愛南町沖合の鹿島へ向かった。
	16
	
	
	
	
	
	

	　泳げなくても平気とはいえ、参加者は海中ゆえに多少の不安を漏らし、自分
	36
	
	
	
	
	
	

	も似たような気持ちだった。しかし、インストラクターの丁寧でユーモアも交
	36
	
	
	
	
	
	

	えた説明を受け、緊張していた表情は一変。当日は海の透明度が低く、サンゴ
	36
	
	
	
	
	
	

	の群生やカラフルな魚が少し見えづらい状況だったが、参加者は「説明のおか
	36
	
	
	
	
	
	

	げで全然気にならず、ゆっくりと先導してくれたのも心強かった」と満足げだ
	36
	
	
	
	
	
	

	った。
	4
	
	
	
	
	
	

	　体験後の笑顔は、スタッフの入念な事前作業とともに、シーウォーカーを通
	36
	
	
	
	
	
	

	じ愛南の海の素晴らしさを広めたいと願う熱意も伝わったから。帰り際、「絶
	36
	
	
	
	
	
	

	対また来るね」と参加者は口々に言っていた。海が持つ魅力に加え、スタッフ
	36
	
	
	
	
	
	

	の思いに魅せられる人が多いからではないだろうか。リピーターが多いといわ
	36
	
	
	
	
	
	

	れる理由を垣間見た気がした。
	14
	
	
	
	
	
	

	　　　　
　　　
	入力練習日　　　　月　　　日
	

	合計
	501
	
	
	
	
	
	




Ⅳ－(1)－④－１０

【３級 (きゅう)レベル】

問題文１　　入力数３６８（改行操作を含む）
	　県 (けん)は７日 (なのか)、東京都 (とうきょうと)渋谷区 (しぶやく)で「地方 (ちほう)創生 (そうせい)コンセルジュとの意見 (いけん)交換会 (こうかんかい)」を開 (ひら)いた。国 (くに)が地方 (ちほう)創生 (そうせい)関連 (かんれん)事業 (じぎょう)の財源 (ざいげん)として設 (もう)けている交付 (こうふ)金 (きん)の獲得 (かくとく)へ、観光 (かんこう)振興 (しんこう)やサイクリングを通 (とお)した地域 (ちいき)活性化 (かっせいか)、県 (けん)営業 (えいぎょう)本部 (ほんぶ)による県 (けん)産品 (さんひん)の販路 (はんろ)拡大 (かくだい)をアピール。助言役のコンシェルジュに登録している愛媛ゆかりの２０人の中央省庁職員に率直な意見を求めた。
　県は国の地方創生先行型交付金について、基礎配分の約１２億２千万円に加え、８月末に約４億６千万円の上乗せ交付を内閣府に申請した。上乗せ分は総額３００億円で全国の優れた提案に交付されるため、１０月末の交付決定を前に事業内容や効果を印象付けようと意見交換会を催した。
　中村時広知事は政策提案型行政への脱皮に向けた県職員の意識改革、組織改革を説明。「地方の自立に取り組んでおり国もともに頑張ってほしい」と訴えた。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　（愛媛新聞２０１５年９月８日　６面より）













Ⅳ－(1)－④－１１




問題文２　　入力数３６７（改行操作を含む）
	　お坊 (ぼう)さん、桜 (さくら)、祭 (まつ)り。この秋 (あき)、相次 (あいつ)いで公開 (こうかい)される映画 (えいが)のモチーフだ。テイストはバラバラだが、どれも県内発 (けんないはつ)。撮影 (さつえい)も行 (おこな)われた。
　ロケがあっても、愛媛 (えひめ)が舞台 (ぶたい)だと分 (わ)かる映画 (えいが)は少 (すく)ない。架空 (かくう)の町 (まち)が舞台 (ぶたい)だったり、メーンロケ地が別にあったりすることが多いからだ。だが今年は、ここにある「素材」を主役にした作品が続いている。
　１９日に公開されるのは、松山市の秋祭りに密着したドキュメンタリー「渦」。１０月には今治市の白川密成住職のエッセーを基にした「ボクは坊さん。」、１１月には桜の新品種を開発した東温市出身の故・高岡正明さんをモデルにした「陽光桜」も封切りとなる。
　試写会では、スクリーンに映し出された豊かな自然に「こんなにきれいだったっけ」と息をのんだ。女優の柔らかい伊予弁にときめき、荒々しい鉢合わせのすさまじさに圧倒された。


　　　　　　　　　　　（愛媛新聞　２０１５年９月８日　９面　取材最前線より）













Ⅳ－(1)－④－１２




問題文３　　入力数３５１（改行操作を含む）
	　「釣 (つ)り人 (びと)が夢見 (ゆめみ)る獲物 (えもの)、マグロを釣 (つ)りませんか？手 (て)ぶらでお越 (こ)しください」というツアーが沖縄 (おきなわ)・宮古 (みやこ)島 (じま)にある。釣 (つ)りの経験 (けいけん)はほとんどないが「ほぼ１００パーセントが初 (はじ)めてのお客 (きゃく)様 (さま)です」という言葉 (ことば)にはげまされ、離島 (りとう)に飛 (と)んだ。
　早朝、島の南側にある博愛漁港に行くと、宮古島では有名人というベテラン船長と案内役の山田真也さん（３７）が待っていた。
　パヤオという漁場までは１時間ほど。「夏至南風（かーちーべー）」と呼ばれる季節風が吹き、海は荒れ気味。他に船はいない。真っ青な大海原と空を独り占め。なんというぜいたく。海面から何かが飛び出してきたと思ったらトビウオだった。銀色に輝きながら低く波間を飛んでいく。
　漁場に着くと、山田さんがさおをセッティング。餌の準備もしてくれる。「一本釣り」に挑戦だ。


　　　　　　　　　　　　　　　（愛媛新聞　２０１５年９月１０日　２１面より）













Ⅳ－(1)－④－１３




問題文４　　入力数３４４（改行操作を含む）
	　１０月 (がつ)の秋祭 (あきまつ)りを前 (まえ)に、松山市 (まつやまし)北条 (ほうじょう)地区 (ちく)の大町区 (おおまちく)が約 (やく)５０年 (ねん)ぶりに「子 (こ)どもだんじり」を新調 (しんちょう)した。１３日 (にち)にお披露目 (ひろめ)し、地元 (じもと)の子 (こ)どもたちに故郷 (こきょう)への愛着 (あいちゃく)を持 (も)ってもらおうと願 (ねが)いを込 (こ)めた。
　子どもだんじりは、区内の子どもの減少で管理や運行が難しくなったことから１５年ほど前に使用を中止。よりサイズの小さいだんじりで祭りに参加してきたが、ここ数年で若い世帯が増えてきたのを機に新調した。
　高さ３メートル、幅１．２メートルのだんじりは重さ４００キロで、小学生を中心に３０人ほどがかき手となる。お披露目会では子どもらがだんじりに乗り、鐘を鳴らしながら堂々と区内を練り歩いた。
　北条小６年の児童（１１）は「町を盛り上げるためのだんじり。みんなが楽しめるように使っていきたい」と笑顔で語った。


　　　　　　　　　　　　　　　　（愛媛新聞　２０１５年９月１５日　９面より）














Ⅳ－(1)－④－１４




問題文５　　入力数３３９（改行操作を含む）
	毎秋 (まいあき)恒例 (こうれい)の「第 (だい)４５回 (かい)松山市 (まつやまし)障害 (しょうがい)者 (しゃ)ふれあいスポーツ大会 (たいかい)」が１１日 (にち)、同市 (どうし)道 (どう)後 (ご)一万 (いちまん)の県 (けん)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)福祉 (ふくし)センターグラウンドであり、障害者 (しょうがいしゃ)や家族 (かぞく)、ボランティア約 (やく)３４０人 (にん)が工夫 (くふう)を凝 (こ)らした運動会 (うんどうかい)を楽 (たの)しんだ。
　障害者と住民が交流する機会を設けようと、市障害者団体連絡協議会が企画している。
　大会では運動会おなじみのパン食い競走や玉入れのほか、ラムネ飲み競走やボウリングなど多彩な１０種目を用意。参加者は大きく口を開けて懸命にパンをくわえ、転がしたさいころの色で走る距離が変わるリレー「出たとこ勝負」では、お得な色が出るたびチームメートから歓声が上がった。
　車いすで参加した女性（３１）は「揺れるパンを取るのが難しかった。みんなとワイワイできるのが楽しい」と笑顔を見せていた。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　（愛媛新聞　２０１５年９月１７日　１０面より）




Ⅳ－(1)－④－１５



評価表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（　　　　　　　　　）

	〇問題文１
	入力数（改行操作を含む）
	①
打ち
間違い
	②
変換
ミス
	③
文字の
重複
	④
文字の不足
	
純
入力数

	　県 (けん)は７日 (なのか)、東京都 (とうきょうと)渋谷区 (しぶやく)で「地方 (ちほう)創生 (そうせい)コンセルジュとの意見 (いけん)交換会 (こうかんかい)」を開 (ひら)い
	36
	
	
	
	
	
	

	た。国 (くに)が地方 (ちほう)創生 (そうせい)関連 (かんれん)事業 (じぎょう)の財源 (ざいげん)として設 (もう)けている交付 (こうふ)金 (きん)の獲得 (かくとく)へ、観光 (かんこう)振興 (しんこう)
	36
	
	
	
	
	
	

	やサイクリングを通 (とお)した地域 (ちいき)活性化 (かっせいか)、県 (けん)営業 (えいぎょう)本部 (ほんぶ)による県 (けん)産品 (さんひん)の販路 (はんろ)拡大 (かくだい)を
	35
	
	
	
	
	
	

	アピール。助言役のコンシェルジュに登録している愛媛ゆかりの２０人の中央
	36
	
	
	
	
	
	

	省庁職員に率直な意見を求めた。
	16
	
	
	
	
	
	

	　県は国の地方創生先行型交付金について、基礎配分の約１２億２千万円に加
	36
	
	
	
	
	
	

	え、８月末に約４億６千万円の上乗せ交付を内閣府に申請した。上乗せ分は総
	36
	
	
	
	
	
	

	額３００億円で全国の優れた提案に交付されるため、１０月末の交付決定を前
	36
	
	
	
	
	
	

	に事業内容や効果を印象付けようと意見交換会を催した。
	27
	
	
	
	
	
	

	　中村時広知事は政策提案型行政への脱皮に向けた県職員の意識改革、組織改
	36
	
	
	
	
	
	

	革を説明。「地方の自立に取り組んでおり国もともに頑張ってほしい」と訴え
	36
	
	
	
	
	
	

	た。
	2
	
	
	
	
	
	

	　　　　
　　　
	入力練習日　　　　月　　　日
	

	合計
	368
	
	
	
	
	
	








Ⅳ－(1)－④－１６




評価表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（　　　　　　　　　）

	〇問題文２
	入力数（改行操作を含む）
	①
打ち
間違い
	②
変換
ミス
	③
文字の
重複
	④
文字の不足
	
純
入力数

	　お坊 (ぼう)さん、桜 (さくら)、祭 (まつ)り。この秋 (あき)、相次 (あいつ)いで公開 (こうかい)される映画 (えいが)のモチーフだ。テ
	35
	
	
	
	
	
	

	イストはバラバラだが、どれも県内発 (けんないはつ)。撮影 (さつえい)も行 (おこな)われた。
	27
	
	
	
	
	
	

	　ロケがあっても、愛媛 (えひめ)が舞台 (ぶたい)だと分 (わ)かる映画 (えいが)は少 (すく)ない。架空 (かくう)の町 (まち)が舞台 (ぶたい)だっ
	36
	
	
	
	
	
	

	たり、メーンロケ地が別にあったりすることが多いからだ。だが今年は、ここ
	36
	
	
	
	
	
	

	にある「素材」を主役にした作品が続いている。
	23
	
	
	
	
	
	

	　１９日に公開されるのは、松山市の秋祭りに密着したドキュメンタリー
	34
	
	
	
	
	
	

	「渦」。１０月には今治市の白川密成住職のエッセーを基にした「ボクは坊さ
	36
	
	
	
	
	
	

	ん。」、１１月には桜の新品種を開発した東温市出身の故・高岡正明さんをモデ
	37
	
	
	
	
	
	

	ルにした「陽光桜」も封切りとなる。
	18
	
	
	
	
	
	

	　試写会では、スクリーンに映し出された豊かな自然に「こんなにきれいだっ
	36
	
	
	
	
	
	

	たっけ」と息をのんだ。女優の柔らかい伊予弁にときめき、荒々しい鉢合わせ
	36
	
	
	
	
	
	

	のすさまじさに圧倒された。
	13
	
	
	
	
	
	

	　　　　
　　　
	入力練習日　　　　月　　　日
	

	合計
	367
	
	
	
	
	
	








Ⅳ－(1)－④－１７




評価表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（　　　　　　　　　）

	〇問題文３
	入力数（改行操作を含む）
	①
打ち
間違い
	②
変換
ミス
	③
文字の
重複
	④
文字の不足
	
純
入力数

	　「釣 (つ)り人 (びと)が夢見 (ゆめみ)る獲物 (えもの)、マグロを釣 (つ)りませんか？手 (て)ぶらでお越 (こ)しください」
	36
	
	
	
	
	
	

	というツアーが沖縄 (おきなわ)・宮古 (みやこ)島 (じま)にある。釣 (つ)りの経験 (けいけん)はほとんどないが「ほぼ１０
	36
	
	
	
	
	
	

	０パーセントが初 (はじ)めてのお客 (きゃく)様 (さま)です」という言葉 (ことば)にはげまされ、離島 (りとう)に飛 (と)ん
	35
	
	
	
	
	
	

	だ。
	3
	
	
	
	
	
	

	　早朝、島の南側にある博愛漁港に行くと、宮古島では有名人というベテラン
	36
	
	
	
	
	
	

	船長と案内役の山田真也さん（３７）が待っていた。
	25
	
	
	
	
	
	

	　パヤオという漁場までは１時間ほど。「夏至南風（かーちーべー）」と呼ばれ
	37
	
	
	
	
	
	

	る季節風が吹き、海は荒れ気味。他に船はいない。真っ青な大海原と空を独り
	36
	
	
	
	
	
	

	占め。なんというぜいたく。海面から何かが飛び出してきたと思ったらトビウ
	36
	
	
	
	
	
	

	オだった。銀色に輝きながら低く波間を飛んでいく。
	25
	
	
	
	
	
	

	　漁場に着くと、山田さんがさおをセッティング。餌の準備もしてくれる。「一
	37
	
	
	
	
	
	

	本釣り」に挑戦だ。
	9
	
	
	
	
	
	

	　　　　
　　　
	入力練習日　　　　月　　　日
	

	合計
	351
	
	
	
	
	
	








Ⅳ－(1)－④－１８




評価表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（　　　　　　　　　）

	〇問題文４
	入力数（改行操作を含む）
	①
打ち
間違い
	②
変換
ミス
	③
文字の
重複
	④
文字の不足
	
純
入力数

	　１０月 (がつ)の秋祭 (あきまつ)りを前 (まえ)に、松山市 (まつやまし)北条 (ほうじょう)地区 (ちく)の大町区 (おおまちく)が約 (やく)５０年 (ねん)ぶりに「子 (こ)ど
	35
	
	
	
	
	
	

	もだんじり」を新調 (しんちょう)した。１３日 (にち)にお披露目 (ひろめ)し、地元 (じもと)の子 (こ)どもたちに故郷 (こきょう)へ
	35
	
	
	
	
	
	

	の愛着 (あいちゃく)を持 (も)ってもらおうと願 (ねが)いを込 (こ)めた。
	20
	
	
	
	
	
	

	　子どもだんじりは、区内の子どもの減少で管理や運行が難しくなったことか
	36
	
	
	
	
	
	

	ら１５年ほど前に使用を中止。よりサイズの小さいだんじりで祭りに参加して
	36
	
	
	
	
	
	

	きたが、ここ数年で若い世帯が増えてきたのを機に新調した。
	29
	
	
	
	
	
	

	　高さ３メートル、幅１．２メートルのだんじりは重さ４００キロで、小学生
	36
	
	
	
	
	
	

	を中心に３０人ほどがかき手となる。お披露目会では子どもらがだんじりに乗
	36
	
	
	
	
	
	

	り、鐘を鳴らしながら堂々と区内を練り歩いた。
	23
	
	
	
	
	
	

	　北条小６年の児童（１１）は「町を盛り上げるためのだんじり。みんなが楽
	36
	
	
	
	
	
	

	しめるように使っていきたい」と笑顔で語った。
	22
	
	
	
	
	
	

	　　　　
　　　
	入力練習日　　　　月　　　日
	

	合計
	344
	
	
	
	
	
	









Ⅳ－(1)－④－１９




評価表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（　　　　　　　　　）

	〇問題文５
	入力数（改行操作を含む）
	①
打ち
間違い
	②
変換
ミス
	③
文字の
重複
	④
文字の不足
	
純
入力数

	　毎秋 (まいあき)恒例 (こうれい)の「第 (だい)４５回 (かい)松山市 (まつやまし)障害 (しょうがい)者 (しゃ)ふれあいスポーツ大会 (たいかい)」が１１日 (にち)、同市 (どうし)
	36
	
	
	
	
	
	

	道 (どう)後 (ご)一万 (いちまん)の県 (けん)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)福祉 (ふくし)センターグラウンドであり、障害者 (しょうがいしゃ)や家族 (かぞく)、ボ
	35
	
	
	
	
	
	

	ランティア約 (やく)３４０人 (にん)が工夫 (くふう)を凝 (こ)らした運動会 (うんどうかい)を楽 (たの)しんだ。
	28
	
	
	
	
	
	

	　障害者と住民が交流する機会を設けようと、市障害者団体連絡協議会が企画
	36
	
	
	
	
	
	

	している。
	６
	
	
	
	
	
	

	　大会では運動会おなじみのパン食い競走や玉入れのほか、ラムネ飲み競走や
	36
	
	
	
	
	
	

	ボウリングなど多彩な１０種目を用意。参加者は大きく口を開けて懸命にパン
	36
	
	
	
	
	
	

	をくわえ、転がしたさいころの色で走る距離が変わるリレー「出たとこ勝負」
	36
	
	
	
	
	
	

	では、お得な色が出るたびチームメートから歓声が上がった。
	29
	
	
	
	
	
	

	　車いすで参加した女性（３１）は「揺れるパンを取るのが難しかった。みん
	36
	
	
	
	
	
	

	なとワイワイできるのが楽しい」と笑顔を見せていた。
	25
	
	
	
	
	
	

	　　　　
　　　
	入力練習日　　　　月　　　日
	

	合計
	339
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